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（ルー
パワフルシルバー事業

高
齢
者
が
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
よ
う
に
予
防
対
策
と
し
て
始
め

ら
れ
た
遊
び
な
が
ら
で
き
る
体
操

で
す
。平

成
2
2
年
度
か
ら
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
新
し
く
「
パ
ワ

フ
ル
シ
ル
バ
1
事
業
」
を
立
ち
上

げ
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
高
齢

者
が
、
毎
日
の
生
活
を
寝
た
き
り

に
な
ら
な
い
よ
う
楽
し
く
過
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
自
分
自
身
が
、

生
活
の
姿
勢
を
い
か
に
前
向
き
に

考
え
る
か
大
変
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
の
寝
た
き
り
を
防
止
す
る

目
標
に
向
っ
て
老
人
ク
ラ
ブ
や
、

地
区
の
社
協
が
主
催
す
る
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
等
、
高
齢
者
の
集
い
の

場
を
利
用
し
、
健
康
体
操
を
開
催

し
、
寝
た
き
り
防
止
運
動
の
働
き

か
け
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
体
操
の
指
導
が
出

来
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
、
会

員
の
中
か
ら
養
成
す
る
事
業
も
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
皆
で
誘
い
合
っ
て
健
康

体
操
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

東
北
関
東
大
震
災

被
災
さ
れ
た
皆
様
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。



ご
あ
い
さ
つ

第

5
3

回

通

常

総

会

が

、

会

員

多

数

の

出

席

の

も

と

で

開

催

さ

れ

ま

す

こ

と

に

、

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。
タ
ー
を
取
り
ま
く
昨
今
の
状
況
は
、

補
助
金
の
削
減
や
事
業
の
受
注
件

数
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の

ま
ま
で
は
運
営
が
極
め
て
困
難
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

員
会
』
を
立
ち
上
げ
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

な
お
、
前
回
の
総
会
で
も
お
話

し
ま
し
た
公
益
社
団
法
人
に
つ
い

て
、
理
事
会
で
決
定
し
て
い
た
だ

ご
来
賓
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら

当
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
ご
高
配
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お

現
状
の
厳
し
さ
を
怠
醸
し
・
て

、
，
ィ
ル
バ
ー
の
東
雲
・
寒
境
を

藤
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
　
大
　
井
　
市
　
郎

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
日

は
公
私
と
も
に
多
忙
の
中
、
ご
臨

席
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

こ
の
た
め
健
全
な
財
政
運
営
を

確
立
す
べ
く
、
歳
入
の
確
保
・
歳

出
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
組
織
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
、
理
事
会
に

諮
り
『
財
政
基
盤
安
定
化
検
討
委

き
、
県
シ
連
等
の
ご
指
導
の
も
と

で
移
行
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

会
員
互
助
会
に
つ
き
ま
し
て
は

県
下
の
各
セ
ン
タ
ー
の
状
況
を
調

査
検
討
し
て
、
規
定
の
見
直
し

を
行
な
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
も
、

当
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
初
め
て

経
験
す
る
運
営
の
厳
し
さ
で
あ
り

会
員
の
皆
様
に
は
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

現
在
、
会
員
1
千
2
百
人
を
擁

す
る
大
き
な
組
織
と
な
り
、
会

員
・
職
員
・
役
員
が
l
丸
と
な
っ

て
セ
ン
タ
ー
を
さ
ら
に
大
き
く
発

展
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

平
成
2
3
年
度
に
向
け
て
、
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

第53回
通常総会

第
5
3
回
通
常
総
会
が
、
去
る
2
月
1
1
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
寒
さ
の
厳
し
い
雨
の
日
で
し
た
が
、
会
員
多
数
の
皆
さ
ん
が
会
場
の
藤
枝
市
民
会
銀
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

平
成
2
3
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
の
5
議
案
が
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
ご
多
用
の
中
を
本
総
会
に
、
ご
来
賓
と
し
て
藤
枝
市
副
市
長
桜
井
幹
夫
様
、
市
議
会
議
長
池
田
博
様
、
県
議
会
議
員

佐
野
愛
子
様
・
落
合
慎
吾
様
、
市
議
会
文
教
建
設
経
済
委
員
長
岡
村
好
男
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

生
む
、
元
気
な
シ
ル
バ
ー

仕
事
が
活
力
を

提
案
さ
れ
た

◆
第
1
号
議
案

公
益
社
団
法
人
へ
の

移
行
に
つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
社
団
法
人
か
ら
公
益

社
団
法
人
に
移
行
す
る
た
め
に
、

総
会
の
承
認
を
い
た
だ
き
、
そ
し

て
定
款
の
変
更
な
ど
の
準
備
作
業

を
進
め
、
平
成
2
4
年
4
月
の
移
行

を
め
ざ
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
理
事
会
に

お
い
て
検
討
を
重
ね
、
こ
れ
か
ら

も
高
齢
社
会
を
支
え
、
地
域
の
中

核
的
な
組
織
と
し
て
発
展
さ
せ
る

た
め
に
、
公
益
法
人
へ
移
行
し
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◆
第
2
号
議
案

平
成
2
3
年
度
の
補
正
予
算

こ
の
補
正
予
算
は
、
市
の
補
助

金
に
よ
る
収
入
増
と
、
事
業
活
動

支
出
費
を
減
額
し
て
、
予
算
総
額

を
4
億
5
千
7
百
7
0
万
6
千
円
と

す
る
補
正
予
算
で
す
。

◆
第
3
号
議
案

会
費
規
程
の
一
部
改
正

年
会
費
を
2
千
円
に

正
会
員
の
会
費
は
、
年
額
1
千

円
で
し
た
が
、
平
成
2
3
年
度
分
か

ら
2
千
円
に
改
正
し
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
の
受
注
減
や
、

国
・
県
・
市
か
ら
の
補
助
金
が
減

額
に
な
る
な
ど
、
財
政
運
営
の
困

難
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
財
政
基

盤
安
定
化
検
討
委
貞
会
を
設
置
し

て
、
歳
入
の
確
保
・
歳
出
の
見
直

し
等
を
検
討
し
、
理
事
会
の
協
議

を
得
て
、
会
費
を
改
正
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
第
4
号
議
案

平
成
2
3
年
度
・
基
本
計
画

当
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
て
以

来
、
は
じ
め
て
直
面
し
て
い
る
運

営
の
厳
し
さ
の
中
で
、
平
成
2
3
年

度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
第
2
次
中
長

期
計
画
の
初
年
度
に
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
計
画
が
目
指
す
当
セ
ン

タ
ー
の
将
来
像
『
仕
事
が
活
力
を

生
む
、
元
気
な
シ
ル
バ
ー
』
　
の
実

現
に
向
け
て
、
事
業
計
画
を
推
進

し
ま
す
。



◆
第
5
号
議
案

平
成
2
3
年
居
て
収
支
予
算

本
年
度
の
基
本
方
針
に
基
づ
い

た
予
算
は
、
事
業
活
動
収
入
額
を

4
億
5
千
7
百
8
5
万
8
千
円
と
し

て
編
成
し
、
地
域
の
産
業
・
市
民

生
活
に
役
立
つ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

平
成
2
3
年
度
・
基
本
計
画

▼
会
員
の
増
強
と

就
業
の
積
極
的
な
開
拓

●
民
間
企
業
・
自
営
業
者
・
民
生

委
員
等
を
就
業
開
拓
専
門
員
が

訪
問
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
P
R

と
受
注
に
努
め
ま
す
。

●
会
員
が
、
地
域
に
お
い
て
会
員

の
募
集
と
就
業
の
機
会
確
保
に

努
め
ま
す
。

▼
安
全
就
業
の
徹
底

●
安
全
就
業
を
最
優
先
に
取
り
組

み
、
傷
害
事
故
や
賠
償
事
故
の

防
止
と
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
安

全
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
技
術
作
業
の
需
要
に
応
え

技
能
会
員
等
の
拡
大

●
専
門
的
な
技
術
技
能
の
需
要
に

対
応
す
る
た
め
に
、
資
格
等
を

持
つ
会
員
の
把
握
と
増
員
に
努

め
ま
す
。

▼
効
率
的
な
組
織
運
営
と

財
政
基
盤
の
確
立

●
地
域
社
会
や
発
注
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
、
効
率
的
な
事
業
運

営
に
努
め
ま
す
。

●
事
務
事
業
の
効
率
化
の
た
め
に
、

常
に
「
費
用
対
効
果
」
を
検
証

し
て
、
自
主
財
源
に
よ
る
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

▼
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の

調
査
と
研
究

●
就
業
機
会
の
拡
大
や
適
正
な
就

業
に
配
慮
し
た
派
遣
事
業
が
望

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
理
事
会
・
専
門
委
員
会
に
お

い
て
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

来
賓
祝
辞

藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
三
一
口
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

員
の
皆
様
方
の
ご
努
力
に
対
し
ま

し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
経
済
状
況
を
見

ま
す
と
、
各
種
の
景
況
指
数
は
持

ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の

よ
り
、
補
助
金
の
削
減
が
提
案
さ

れ
る
な
ど
時
代
が
大
き
く
変
遷
す

る
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
基
本

理
念
〔
自
主
・
自
立
・
協
働
・
共

助
〕
を
確
立
す
る
た
め
に
、
組
織

日
頃
、
皆
様
方

に
は
労
働
行
政
に

つ
き
ま
し
て
、
多

大
な
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
い
た
だ

皆
さ
ん
の
事
業
活
動
が

帝

賓
鹿
瞳
斎
祓

藤
根
市
副
市
長
　
桜
　
井
　
幹
　
夫

き
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

皆
様
の
事
業
活
動
は
、
単
に
高

齢
者
の
就
業
促
進
に
留
ま
ら
ず
、

医
療
費
の
抑
制
や
介
護
予
防
の
推

進
に
寄
与
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

事
業
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
会

の
、
失
業
率
が
依
然
と
し
て
高
水

準
に
あ
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

国
・
県
で
の
　
「
事
業
仕
分
け
」
や
、

本
市
で
の
「
全
事
業
総
点
検
」
に

体
制
の
見
直
し
や
、
健
全
な
事
業

運
営
を
行
な
う
た
め
の
財
政
基
盤

の
確
立
な
ど
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
会
員
の
皆
様

が
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た

知
識
や
経
験
を
十
分
に
活
か
し
、

働
く
こ
と
を
通
し
て
自
ら
の
生
き

方
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ
り
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。藤

枝
市
と
し
ま
し
て
も
、
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
引

続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
く
考

え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
ご
発
展
、
併
せ
て
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
康
・
ご
活

躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
介
護
保
険
事
業
の
推
進

●
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り

会
員
の
就
業
が
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
居
宅
支
援
や
訪
問

介
護
を
さ
ら
に
充
実
し
て
、
利

用
者
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

▼
福
祉
・
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進

●
介
護
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い

高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
気

楽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

●
身
体
障
害
や
視
覚
障
害
の
方
の

外
出
支
援
・
生
活
支
援
を
充
実

し
ま
す
。

▼
広
報
活
動

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

●
　
「
シ
ル
バ
ー
ふ
じ
え
だ
」
　
や

ミ
ニ
広
報
紙
「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ

ト
」
　
を
発
行
し
て
、
広
く
市

民
や
会
員
と
セ
ン
タ
ー
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま

す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

も
充
実
し
ま
す
。

▼
奉
仕
活
動

●
地
域
社
会
に
支
え
ら
れ
て
事

業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員

が
就
業
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
、
奉
仕
活
動
に
努
め
ま
す
。



年　会　費

変 更 前

年会費合計額　 2 ，0 0 0 円 年会費合計額　 3 ，0 0 0 円

内
正会員会費　 1．0 00 円 内 正会員会費　　 2．000 円

訳
互助会会費　 1．0 00 円

訳 互助会会費　 1，000 円

継続会員は6月総会までに納入していただきます。
新規入会会員は入会申込時に入会年度分を納入していただきます。

互助会慶弔責

・平成23年4月1日申請分から変更します。

互助会サークル助成金

変 更 前

1サークル　　　　 10，000 円 1 サークル　　　　 10，000 円

サークル登録会員1名に付 ※サークル登辞会員割の助成は
1．000 円 廃止されました。

（※サークル会費納入会員）

・平成23年度分助成金から変更します。

活躍するシルバー会員　藤棚の努定作業

本
年
2
月
1
1
日
に
開
催
さ
れ
た
第
5
3
回
通
常
給
会
と
会
員
互
助
会
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
会
員
年
会
費
を
改

正
す
る
議
案
と
、
互
助
会
の
慶
弔
に
関
す
る
こ
と
・
同
好
会
に
関
す
る
こ
と
の
会
則
を
改
正
す
る
議
案
が
提
案
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
内
容
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

互
助
会
の
慶
弔
関
係
な
ど
も
改
正

会
員
の
年
会
費
が
変
わ
る

平
成
2
3
年
度
か
ら

契約に係る事務費率を改定
＿＿＿＿　　　l

最近の社会経済状況は、シルバー人材センターの運営にも影響して

おり、自主財源の確保も困難になり、事務の効率化など運営経費の削

減に努めておりますが、このたび事業発注者の皆様方にご理解とご協

力をお願いいたしまして、事業活動の契約に係る事務費率を、平成23

年度から下表のように値上げさせていただきます。よろしくお願い申

し上げます。

・請求月が平成23年4月分となるものから変更します。

－4－



当センターは、第53回通常総会（平成23年2月11日）で公益社団法人へ移行するこ

とを決議いたしました。改めて新公益法人制度についてご説明します。

●これまでの公益法人の状況

従来の公益法人は民法第34条（新制度において

廃止）に基づき主務官庁の許可を得て設立され、

様々な活動をしてきました。

☆　当センターは、昭和59年6月19日に社団法人

として設立するための第1回総会を開催し、同

年12月10日に静岡県知事の許可を受け社団法人

として現在に至っています。

●これからの公益法人制度

現行の公益法人の設立許可制度が改められ、平

成20年12月1日に施行された新公益法人の根拠と

なる法律により、今までの公益法人は「一般社団

法人」又は「公益社団法人」のどちらかに移行し

なければなりません。（どちらも申請しなければ

解散となります。）

や　当センターはこの法律により現在、特例社団

法人となっており、平成24年4月に抑ナ「公益

社団法人」へ移行することが総会で承認された

ところです。

●公益日的事業とは

新制度の「公益目的事業」は学術、文化芸術、

慈善その他の公益に関する事業（公益認定法2条

に掲げる23の事業）であって不特定多数の者の利

益の増進に寄与する事業をいいます。

一缶　当センターは、この23事業の中の「高齢者

の福祉の増進を目的とする事業」及び「勤労意

欲のある者に対する就労の支技を目的とする事

業」「地域社会の健全な発展を目的とする事

業」に該当いたします。

●これからの取組み

特例社団法人は、この法律に基づき、移行期限

である平成25年11月30日までに静岡県知事に移行

申請を行わなければなりません。

☆　当センターの取組み予定

平成23年6月総会

定款変更案、会費規程等の諸規程案、理事・

監事の選任等の承認

平成23年7月頃

総会承認後、速やかに県知事へ公益認定申請

平成23年7月以降

静岡県公益認定等審議会による審議

平成24年3月

公益認定の答申及び認定

平成24年4月

新公益法人の登記、スタート

●公益社団法人に移行すると

●「公益社団法人」の名称が使える。

●「公益社団法人」ということで高い社会的な信

用が得られ、市民から安心して発注していただ

くことができる。

●税制面での優遇がある。

●理事会で事業計画、予算を承認することになる

ので状況に応じて機動性が発揮できる。

●年1回の総会となる（従来は2月と6月の年2回の

開催）

一5－



平
成
2
2
年
度
・
地
区
長
・
班
長

「
耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
た

野
璽視

察
研
修
に
参
加
し
て

稲
　
葉
　
原
　
田
　
昌
　
宏伊豆市シルバー人材センター事務所前にて　平成23年3月8日

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
よ
く

「
耕
作
放
棄
地
」
　
の
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
日
本
の
農
業
の
衰

退
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
「
耕

作
放
棄
地
」
と
は
、
二
・
農
水

省
の
定
義
に
よ
る
と
＝
過
去
1
年

以
上
農
作
物
が
作
付
け
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
今
後
も
作
付
け
の

予
定
が
な
い
と
回
答
さ
れ
て
い
る

田
畑
、
果
樹
園
を
い
う
＝
こ
の
よ

う
な
耕
作
放
棄
地
、
静
岡
県
全
体

で
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
、
県

に
最
新
の
デ
ー
タ
を
教
え
て
も

ら
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
県
全
体

の
耕
地
面
積
5
2
．
2
8
8
㍍

に
対
し
て
1
2
．
4
9
5
㍍
2
3
・

8
％
の
耕
作
放
棄
地
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
数
字
0
5
年
に

は
、
1
0
・
5
％
だ
っ
た
と
い
う
か

ら
、
か
な
り
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
毎

年
増
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
近

い
将
来
、
世
界
規
模
で
の
食
糧
不

足
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
中
で
食
糧

輸
入
大
国
の
わ
が
国
に
と
っ
て
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
行
政
も
よ

う
や
く
重
い
腰
を
上
げ
て
放
棄
地

再
生
に
向
け
対
策
を
講
じ
始
め
た
。

こ
う
し
た
行
政
の
後
押
し
を
テ
コ

に
放
棄
地
再
生
を
自
主
事
業
と
し

て
取
り
組
み
始
め
た
伊
豆
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
今
回
の
視

察
研
修
の
目
的
地
に
選
ば
れ
た
。

昨
日
ま
で
の
雨
も
上
が
り
、
早

春
の
陽
光
も
ま
ば
ゆ
い
3
月
8
日

理
事
長
、
事
務
局
長
そ
れ
に
事
業

開
拓
委
員
会
の
理
事
数
名
も
加
わ

り
総
勢
3
7
名
を
乗
せ
て
バ
ス
は
東

名
高
速
、
沼
津
に
を
経
由
し
　
伊

豆
路
に
入
っ
た
。
狩
野
川
べ
り
の

満
開
の
河
津
桜
が
私
達
を
迎
え
て

く
れ
た
。

伊
豆
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
研
修
会
場
の
机
の
上
に
は
、

す
で
に
今
日
の
研
修
の
た
め
の
い

ろ
い
ろ
な
資
料
と
と
も
に
、
地
元

の
銘
菓
と
お
茶
が
用
意
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
温
か
な
も
て
な
し
に
心

を
打
た
れ
た
。
土
屋
理
事
長
の
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
研
修
に

移
っ
た
。

「
耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
た
野
菜

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
稲
村
課
長

が
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
使
い
な
が
ら

説
明
を
し
た
。

何
年
も
耕
作
を
し
て
い
な
い
荒

廃
し
た
放
棄
地
1
．
8
0
0
2
m
の

土
壌
改
良
の
苦
労
か
ら
玉
ね
ぎ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
も
終
え
、

こ
の
春
の
収
穫
、
さ
ら
に
そ
の
先

の
安
定
的
な
販
路
の
獲
得
な
ど
の

め
ど
が
着
い
た
こ
と
な
ど
熱
っ
ぽ

く
語
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
伊
豆
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
自
主

事
業
が
順
調
に
滑
り
出
し
た
背
景

に
は
、
行
政
や
l
A
の
強
力
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
と
感
じ
た
。

今
後
さ
ら
に
耕
地
の
拡
大
の
予

定
と
の
こ
と
だ
が
、
将
来
的
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
本
来
の

目
的
で
あ
る
会
員
の
就
業
機
会
の

増
大
、
労
働
に
応
じ
た
配
分
金
の

確
保
な
ど
の
採
算
性
を
維
持
出
来

る
か
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

研
修
の
後
、
大
仁
洋
ラ
ン
パ
ー

ク
で
の
昼
食
、
ラ
ン
植
物
園
の
見

学
な
ど
順
調
に
予
定
を
消
化
し
て

5
時
前
に
藤
枝
に
戻
っ
て
来
た
。



聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
？

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
茂
川
美
代
子

「
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
よ
」
と

あ
き
ら
め
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
原

因
に
よ
っ
て
は
、
耳
鼻
科
へ
通
院

す
れ
ば
治
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
補

聴
器
を
使
い
も
と
に
近
い
聴
力
を

取
り
戻
す
人
も
い
ま
す
。

6
5
歳
以
上
の
約
7
割
の
人
は
耳

が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
聞
こ
え
に
く

く
な
る
と
意
思
疎
通
が
む
ず
か
し

く
な
り
、
人
と
全
う
の
が
お
っ
く

う
に
な
る
。
聞
こ
え
に
く
く
な
る

と
脳
へ
の
刺
激
が
減
り
、
認
知
症

の
進
行
を
早
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

耳
の
遠
い
高
齢
者
と
接
す
る

時
、
耳
の
そ
ば
で
大
き
な
声
を
出

し
話
し
か
け
て
い
ま
す
が
、
本
人

に
と
っ
て
は
怒
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
気
持
ち
に
な
る
よ
う
で
す
。
高

齢
者
の
難
聴
は
ゆ
っ
く
り
進
行
し

ま
す
。
テ
レ
ビ
の
音
を
大
き
く
し

た
り
、
家
族
と
の
会
話
が
通
じ
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。
聞
こ
え
な
い

の
が
原
因
で
家
族
だ
ん
ら
ん
に
加

わ
れ
ず
、
疎
外
感
を
砲
い
て
し
ま

い
ま
す
。

「
最
近
い
ら
い
ら
し
て
ひ
が

み
っ
ぼ
く
な
っ
た
」
と
感
じ
た
ら
、

ま
ず
は
健
診
が
て
ら
、
耳
鼻
科
受

診
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
短
期
間

で
起
こ
っ
た
難
聴
の
原
因
と
し
て

多
い
の
は
耳
あ
か
の
つ
ま
り
で
す
。

風
呂
上
が
り
に
綿
棒
で
掃
除
を
し

ま
し
ょ
う
。
奥
の
方
に
あ
る
耳
あ

か
は
耳
鼻
科
で
取
っ
て
も
ら
う
ほ

う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

パ
ソ
コ
ン
講
座

0
ま
わ
り
の
雑
書
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
す
る
。

○
相
手
の
目
を
見
て
、
こ
ち

ら
の
口
の
動
き
が
わ
か
る

よ
う
に
話
す
。

①
普
通
の
大
き
さ
の
声
で
、

は
っ
き
り
と
話
す
。

○
高
い
声
で
は
な
く
、
む
し

ろ
低
い
声
を
心
が
け
る
。

○
話
の
中
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

や
身
振
り
を
取
り
入
れ
る
。

0
わ
か
り
に
く
い
話
、
大
切

な
話
な
ど
は
、
メ
モ
用
紙

に
書
い
て
示
す
。

0
集
ま
り
の
席
で
は
、
な
る

べ
く
み
ん
な
の
顔
、
口
が

見
え
る
位
置
を
選
ぶ
。

ま
わ
り
の
人
が
話
し
方
の
コ
ツ

を
覚
え
る
こ
と
で
話
が
伝
わ
り
や

す
く
な
り
、
笑
顔
や
会
話
が
増
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

入
会
を
希
望
す
る
方
の
た
め
に
左

記
の
と
お
り
、
毎
月
1
回
説
明
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

〔
シ
ル
バ
ー
に
入
会
す
る
に
は
こ

の
説
明
会
を
必
ず
受
け
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

説
明
会
を
受
け
た
後
に
入
会
す

る
か
ど
う
か
ご
判
断
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
〕

シ
ル
バ
ー
に
興
味
の
あ
る
方
、

入
会
し
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
事
務
局
へ
お
申
込
み
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
い
た
だ
く
と
、
あ
ら

た
め
て
開
催
の
ご
案
内
を
お
送
り

し
ま
す
。

申
込
方
法
　
（
次
の
い
ず
れ
か
で
）

電
　
話
　
6
4
1
－
5
5
6
5

F
A
X
　
6
4
1
－
8
8
1
6

直
接
窓
口
へ

申
込
資
格

藤
枝
市
内
に
居
住
す
る
6
0
歳
以

上
の
方

開
催
日

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

時
間午

後
1
時
3
0
分
～
4
時

セ
ン
タ
ー
の
発
展
・
会
員
の
就

業
率
の
向
上
を
目
指
し
、
平
成
2
1

年
度
よ
り
毎
月
第
3
水
曜
日
に
会

員
相
談
日
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

就
業
の
斡
旋
を
は
じ
め
、
就
業
上

の
困
り
事
や
要
望
等
、
様
々
な
事

に
つ
い
て
役
職
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

開
催
日

毎
月
第
3
水
曜
日

時
間午

前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

午
後
1
時
～
3
時
3
0
分

間
い
合
せ

不
明
な
点
は
お
気
軽
に
事
務
局

（
担
当
・
村
松
）
　
ま
で

ワ　一・ド

エクセル

デジカメ

は　がき

インターネット他

個人指導が大好評

お問い合わせ：シルバー人材センター　担当：村越係長　TEL：641・5565
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・
㌦
香
道
静
会
員
募
集
中

無
二
嗣

稲
葉
　
　
原
田
　
昌
宏

。
行
き
馴
れ
し
堤
の
小
径
に

た
ん
ば
ば
の

咲
け
ば
そ
の
夜
の
夢
は
幼
し

。
葉
の
色
に
ま
が
ひ
て
肯
き
春
蘭
の

花
朝
陰
に
咲
く
も
ゆ
か
し
き

挑
脚
句

青
島
南
　
　
柳
田
　
鏡
水

。
春
近
し
高
草
山
に
雪
化
粧

D
瀬
戸
川
の
青
め
る
柳
春
う
ら
ら

D
藤
祭
り
蓮
華
寺
池
に
人
の
波

稲
葉
　
　
良
知
　
椿
卯

。
春
浅
し
紙
ヒ
コ
ー
キ
の
宙
に
消
ゆ

。
芋
煮
汁
母
の
秘
伝
の
か
く
し
味

高
洲
　
　
村
松
　
　
実

。
春
め
く
や
道
路
工
事
の
多
き
こ
と

。
土
手
歩
く
春
の
足
音
追
っ
て
く
る

。
土
手
歩
く
合
う
人
み
ん
な
春
の
顔

青
島
北
　
　
常
山
　
延
子

。
水
温
む
下
校
の
子
ら
の
靴
よ
ご
れ

。
着
古
し
の
制
服
ピ
ン
ト
鳥
賓
に

。
花
吹
雪
舞
ひ
上
が
ら
せ
て介

護
バ
ス

稲
葉
　
　
原
田
　
昌
宏

。
当
り
鼓
引
き
襖
へ
に
ゆ
く

春
立
つ
目

。
春
一
番
鈴
の
空
鳴
り
絵
馬
騒
ぐ

。
初
富
士
を
指
し
て
ガ
イ
ド
の国

靴
り

青
島
北
　
　
勝
又
志
づ
江

。
バ
ス
の
旅
親
て
茶
店
の
桜
餅

D
帰
り
来
て
先
づ
洗
顔
の
春
の
水

。
野
に
遊
ぶ
オ
カ
リ
ナ
を
吹
く
人
の

十

m

＼

↑

十

藤
枝
東
　
　
塩
澤
　
易
ゑ

。
初
詣
で
カ
モ
メ
横
切
る
港
町

。
嫁
ぐ
娘
の
春
着
の
裾
を
掻
き
集
め

。
花
吹
雪
風
の
行
方
を
見
届
け
る

藤
枝
東
　
　
松
井
　
余
白

。
芽
柳
や
池
畔
の
鳩
の
忙
し
く

。
春
光
や
土
手
束
る
子
ら
の
歌
揃
ひ

。
初
蝶
や
色
簸
る
野
菜
畑

青
島
南
　
　
柳
田
　
牛
歩

。
懲
り
も
せ
ず
請
わ
れ
て
捻
るへ

ば
川
柳

。
医
師
足
り
ぬ
市
民
病
院
に

込
み
合
う
患
者
群

。
成
人
病
薬
増
え
す
ぎ
欝
に
な
り

藤
枝
東
　
　
松
井
　
余
生

。
無
位
無
冠
無
職
の
余
生
ぶ
ら
り
殊

。
路
地
う
ら
ら
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ト
に

追
い
抜
か
れ

。
豪
放
に
生
き
た
る
人
の
涙
脆

書
道
部
　
栗
田
健
吾

人
間
に
備
わ
っ
た
最
大
の
武
器

と
し
て
、
見
る
・
聞
く
■
話
す
と

「
書
く
」
と
い
う
四
大
要
素
が
あ

り
、
五
つ
目
に
「
造
る
」
と
い
う

本
能
を
身
に
付
け
、
自
己
を
磨
き

上
げ
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
の
が

人
類
で
あ
り
、
今
日
の
世
界
を

造
っ
て
き
た
と
云
う
事
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
。

古
代
よ
り
踊
る
・
見
る
・
書

く
・
話
す
と
い
う
各
分
野
に
お
い

て
、
芸
術
と
い
わ
れ
る
も
の
に
進

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
白
と
黒
の
二
色
の
み
で

表
現
で
き
る
書
道
は
、
最
も
身
近

な
芸
術
で
あ
り
、
趣
味
や
実
益
を

兼
ね
た
も
の
に
ま
で
つ
な
が
っ
て

く
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
本
人

の
努
力
次
第
で
…
…
。

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
書

道
部
で
は
新
し
い
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
年
賀
状
の
毛
筆
書
き

や
、
慶
事
弔
事
の
折
の
名
前
書
き

に
も
大
い
に
役
立
つ
書
道
を
始
め

て
み
て
下
さ
い
。

毛
筆
だ
け
で
な
く
、
硬
筆
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
等
も
稽
古
し
て
お
り

ま
す
。
悩
ま
ず
今
す
ぐ
シ
ル
バ
ー

事
務
所
へ
お
電
話
下
さ
い
。

毎
月
3
回
、
第
1
・
第
4
金
曜
と

第
2
土
曜
の
9
時
3
0
分
～
日
時
の

3
日
間

あ

と

が

き

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
始

ま
っ
て
以
来
の
大
き
な
改
革
が

4
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
号
で
は
、
そ
う
し
た
改
革

に
つ
い
て
、
総
会
の
理
事
長
の

挨
拶
を
始
め
と
し
、
公
益
社
団

法
人
へ
の
移
行
、
年
会
費
を
2

千
円
に
改
正
な
ど
の
議
決
の
ほ

か
、
発
注
者
へ
の
事
務
費
を
5

％
か
ら
7
％
に
す
る
こ
と
、
互

助
会
の
慶
弔
費
改
定
な
ど
に
つ

い
て
記
事
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中

で
平
成
2
3
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
も
2
5
余
年
を
経
て
、
政
治
・

経
済
∵
社
会
情
勢
の
変
遷
と
共

に
変
っ
て
来
る
の
は
止
む
を
得

な
い
こ
と
で
す
が
、
高
齢
者
が

生
き
甲
斐
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
場
を
作
る
こ
と
が
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
益
々
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
難
局
に
こ
そ
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本

理
念
で
あ
る
　
「
自
主
・
自
立
・

共
働
・
共
助
」
　
に
立
返
っ
て
努

力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

花
衣
ぬ
ぐ
や
ま
つ
は
る

紐
い
ろ
い
ろ

久
女


